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保育園では新年の会がありました。福笑いや紙芝居で楽しい時間を過ごしたのもつかの間、最後には獅子舞の登場！にじぐみさんは驚いて

固まってしまったり、保育者にしがみついて大号泣。予行練習で登場した時には「ワンワン？」と言いながら頭を撫でていたのですが…。

やっぱり、ちょっと怖かったみたいです。子どもたちの無病息災を願って、獅子舞に頭を噛んでもらって邪気を食べてもらいました。今年

も一年、元気に過ごせますように！ 

にじぐみさんで人気のこのお話。何度か読んでいるうちに「は～い！」というところを自然に子どもたちが言うよ

うになってきました。それなら、このお話で劇あそびをしてみよう！ということで生活発表会のテーマを決めまし

た。劇あそびを楽しみにしている子どもたちは、お面を見つけると「(おべんとう)バス！」とワクワクしながら椅

子に座って待っています。「ハンバーグは？」「○○くん！」「トマトは？」「○○ちゃん！」友だちの役にも興味津々。

「みんな、上手だね！」と褒められると照れくさそうに笑う姿が、とても可愛らしいにじぐみさんです。 

 

 

 

寒い日が続いていますが、子どもたちは今月も元気いっぱい！戸外でたくさん体を動かして寒さを吹き飛ばしています。ビニール袋にシー

ルを貼って凧を作り、お部屋で走ってみると大はしゃぎ！「もっと広い場所でやってみよう！」と堤防へ出かけて凧あげを楽しみました。

笛の合図で走り出す子どもたち、夢中になってあっという間に保育者を追い抜いていく子も…。風が吹いて凧が舞い上がると「わぁ～！」

「楽しい～♪」「もう一回！」とニコニコの笑顔、楽しく遊ぶことができました。ご家庭でも是非、楽しんでみてくださいね。

 

                                  【今月の目標】 

・保育者や友だちと関わる中で自分の気持ちを表現する。  ・寒さに負けないで、冬の自然に触れながら元気に過ごす。 

 

 はい、ポーズ 

年明けからにじぐみでは子どもたちの言葉がよく聞かれるようになり、知っている言葉の数も増えてきて、「○○した！」「○

○できた！」など自分の言葉で話を聞かせてくれることが多くなりました。それでもまだまだ表現できる言葉が少ないので、

上手く伝えられないことも…。自我も出てきた子どもたちの気持ちをしっかり受け止めながら、声に出して伝えていくことや

行動に伴う語りかけをして、話したいという意欲を引き出していきたいと思います。また、劇遊びが終わると保育者と一緒に

椅子を運ぶお手伝いをしたり、排泄の時には自分でズボンを穿こうとする姿も見られるようになりました。ズボンの片方に両

足を入れてしまい身動きがとれなくなる時もありますが、さりげなく援助をすると自分で穿けたという満足感を味わうことが

でき、とても嬉しそうです。やる気十分の子どもたち、色々なことが出来るようになり、楽しそうな表情を見ると一段と成長

したなと感じます。4月の進級に向けて生活も環境も変化していく時期です。春からの生活が笑顔で迎えられるよう、精一杯見

守っていきたいと思います。今月もよろしくお願いします。 

おべんとバスが はしります～♪ 「エビフライちゃん 」 「は～い！」 

坂道だって上手に登れるよ！ 凧、上がってる？ よーいドン！走れ～♪ 

獅子舞、噛みつかない…？  痛くないかな… 


